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保証 書

この製品は、厳密な品質菅王聖および検査を経てお届けしたもの

です（〕正常な使用状態において、万一故障した場合には、お買い

上げ貝反売店にかならず本保証書をこ提示の上、修理を依頼 してく

ださい。別掲の保言正規定により無料で修理いた します。

※印欄に記入がない場合は、無効とな りますので、お買い上げ

時にかならず記入の有無をこ確認ください。

本保証害は再発行しませんので大切に保管してください。

d 窒歪一肌 Jl宇
〒2 3 2 －0 0 2 3 神奈川県横浜市両区白妙町4 丁目4 3番地4

商品についてのお問い合わせは・…‥＝…・マルハマサービス
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G P S レシーバー搭載

レーダー探知機

G P S － 1 亡：コ

取扱説明書
〈 保証書付〉

G P S －10 をお買い上げいただき誠にありがとうご

ざいます。

この取扱説明書は本機を正 しくお使いいただくため

のガイ ドブックです。ご使用になる前に本書をよくお

読みになり、内容を十分理解された上でご使用くださ

るようお願いします。

また、本書はいつもお手元においてその都度ご参照

ください。
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（ 1）自動 ドア等の不要な警告音をカットする機能・・

（ 2）各種機能の変更、設定 …
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■1 t安全についてのお願いとご注意一
本機を安全にご使用いただくには、正しい操作と安全に関する注意事項をお守

りいただくことが必要です。本書では最初に、も しお守りいただかないと重大な

人身事故につながるおそれのある事項を、 “警告” として掲げています。次に、

もしお守りいただかないと、使用者がけがを したり、製品の故障や損傷 につなが

るおそれがある事項を ■‘注意’－として掲げています。また、 “機能上の制売付■に

ついても説明 しています。

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

○

◎

◎

⑧

○

△
電

■運転の妨げにならない場所に取り付けてください。
本機 は、運転の妨げにならないように、フロン トガラス（またはダ ッ

シュボー ド）に取 り付けてください。
また、取 り付ける際に、本機が落下 しないように十分ご注意ください。

■本機を濡らさないでください。
水につけた り、水をかけたりしないで ください。また、濡れた手で操

作しないでください。感電、故障の原因となります。

●幸を運転中に本機を操作しないでください。
車を運転中に本機を操作することは交通事故の原因になります。運転

中の操作は絶対に避け、安全運転を心掛けてください。

■ケースは絶対にあけないでください。
本機は精密部品を多数搭載 しています。分・解や改造を加えますと故障

が起き、また感電の原因とな ります。

■スピー ドの出しすぎにご注意ください。

本機を取 り付けての走行中の スピー ド違反に関 して、弊社 は一切の責

任を負いません。交通事故を避けるために安全運転を心掛けてください。

■発熱、発臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してください。
これらの異常を検出した場合には、直ちに本機の電源を切り、使用を
中止してください。（カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガー
ライター ソケ ッ トから抜いてください。）その まま使用 しますと、火

災や感電の原因にな ります。修理は販売店に依頼 して ください。お客

様ご自身での修理は絶対に避けてください。

－1 －



△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

◎

0

0

0
電

■衝撃や強い振動を加えないでください。

衝撃や強い振動をカロえますと、精密部品が壊れ故障の原因にな ります。

■動作範囲内の温度条件下でご使用ください。
本機は －10 ℃～＋6 0 ℃の範囲で動作 します。 この範囲外でこ使用に
なりますと故障の原因にな ります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますと、かな り高温 にな りますので、
本機に触れる際には、十分こ注意 ください。

■ケースが汚れた場合は、柔らかい布またはティッシュペーパーで
拭き取ってください。

シンナー、ベンジン、化学稚巾などを使用 しますと、ケースが変形す

るおそれがあ ります。また、お手入れの際はかならず本機の電源を切り、

カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガーライターソケットから
抜いてください。

機能上の制約

○ ■日本国内で使用してください。

本機の仕様は日本国内向けとなっています。外国では電波方式が異
なりますので、使用できません。

■G P S 電波が受信できない場合はレーダー受信機のみの機能とな
ります。

■周囲の環境により、レーダー及びG P S の電波が受信 しにくい場
合があります。

前方に走行中の車（とくに大型車）がいる場合や、カーブ、坂道など
では、電波の探知距離が短 くなる場合があ ります。スピー ドの出やす

くなる下 り坂などでは、とくに注意 して ください。また、金属コー テ

ィングなどの断熱ガラスを使用している車も受信しにくい場合があり
ます。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。
取締 レーダー波以外にも、同 じ種類の周波数を使用 している ドップラ

ー式 自動 ドアおよび車両通過計測器、港湾 、航空 レーダー、その他電

子機器等に対 して反応する場合があ りますが、故障ではあ りません。

－2 －

2 ．製品の構成
お買上げいただいたG P S －10 は次の品目から構成されています。

●本機・…

●取り付けステー …

●吸盤・…

●カー電源コー ド・・・

●コー ドクリップ …・

●取抜説明書兼保証書（本紙）

台

個

個

本

個

枚

1

1

2

1

5

1

※本説明書を紛失、汚損された場合は、切手4 0 0 円分を同封の上、弊社宛に

こ請求ください。
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3 ．主な特長
●G P S アンテナをセ ッ トに内蔵 した一体型なので取扱いや設置が簡単
●日本国内オー ビス位置をメモリー

メモリー してあるオー ビス位置 に近づくとG P S 電波による 自重位置測定で音
声と」巨D にて醤告

●オリジナルポイン ト（2 0 ケ所）の登録が可能

一般道な ど、よく行われている取締現場 （ねずみ捕 り）で登録をすれば、あな
ただけのオリジナル ポイン トがメモ リーできます。

●オ リジナルポイン トの警告音のある′′′′′な しが設定可能

オリジナルポイン ト登録の際、ワンタッチで警告音のある／′な しを設定できま

す。警告音な し設定の場合、 レーダー波もカ ットしますので、自動 ドア等普段
よく鳴る場所などで、わずらわしい不要な警告音をカッ トできます。

●オービス反応距離は2 モー ド切替可能

●一般道／高速道路識別モー ド搭載

●オービス反応方位は± 15 0 0 に設定

オービス登録点は位置データーの他 にも設置方位情報が登録 してありますので
車両進行方向とは異なるオービスに反応 しにくくなっています。

●G P S の受信状態が一目でわかる衛星マークランプ付

G P S 電波を受信できない場合は消灯 （G P S による警告はできません）。
G P S 電波を受信しているときは点灯 します。

●レー ダー郡の感度はノーマル ′′′スーパー オー ト（垂速によ り自動感度）の3
モー ドを用意

●ステルス対応 ′′新H システム対応

新開発のハイゲイン・ホーンアンテナとD ．D ．C ．回路 によりクイ ックレスポンス

を実現、微弱な新H システムやステルス波に鋭 く反応 します。ステルス波を受
信すると、通常 とは異なる警告音で知 らせます。

●G P S 電波による新システムのオー トアラームカッ ト “A A C －W ” （G P S と振動
センサーのタブル制御）搭載

今までのA A C システムとは全 く違うG P S による章速測定 で停車中、低速走行
時の不要な警告苗をカ ット。 トンネル等G P S 電波が受信できない場合は内蔵

の振動センサーで検知します。

●オー トディマー ′／オー トミュー ト機能搭載

一定時間レ”ダー警告、G PS 警告を続けると明るさが弱まり（オー トディマー）、
音量が小さくな ります（オー トミュー ト）。

●後方対応

後方からのレーダー波もキ ャッチ します。

●D C 12 V ／ノノ2 4 V 対応

ー4 －

■4 ．各部の名称とはたら舌－
（ 少

①

q 旬

（ 9

ギ

q ◎

〔‾7〕

ロー

（ 8 ）

（ 6）

佃） ブヾ qj

ロ〕

∠ク

住昏

Q ）

1 分

晦

（ ゆ

（ i）電源スイ ッチ （P O W E R ）

本体の電源をO N ／O FF します。

の振動センサー感度切替スイ ッチ （S E N S O R ）

¢句

振動センサーの振動検出感度を4 段階に切 り替えます。

（ う）電源ジャック（D C IN ）

付属のカー電源コー ドを接続 します。

（ ヰ）G P S アンテナ部

人工衛星からのG P S 電波を受信 します。

（ 句アラーム レベルメーター

レーダー波を受信すると左右対称に点灯 します。

〔 萱）A A C スイッチ

A A C O N で停車中や低速時のアラーム音をカッ トします。

※車速はG P S により検矢口。G P S 電波が受信できない場合 は、内蔵の振動センサ

ーで検知

（ 享〕A L M ／M O D 巨ボタン
レーダーアラームのテス トボタン。レーダー受信中はアラームミュー トされる

※オリジナルポイン ト設定時の警告音のある／なし、消去を指定

－5 －



（ 功A A C ランプ

A A C がO N のとき ：低速走行時又は停車中で赤色点灯 （アラーム毒力ッ ト）

高速走行時で緑色点灯 （アラーム苗カッ トしない）

A A C わ〈O F Fのとき ：橙色で点灯 （アラーム音はカッ トされません）

※オ リジナルポイン ト設定時、警告音のある／な し、消去を表示

（ 与）ア ドレス表示ランプ

オリジナルポイン ト設定時のア ドレス表示。設定モー ド時、口碑のV O IC E／A D R

ボタンを押すことに数字」巨D が変わり、全部で2 0 のア ドレスを表示 します。
0 ⑩衛星ランプ

G P S 電波の受信状態を表示 します。

G P S 電波を受信できない場合は消灯 （G P S による警告はできません）。

自車位置計算中は点滅 （G P S による警告はできません）。

G P S 電波受信、自車位置確定矧 よ 点灯（G P Sによる警告が可能です）。
q 二DG P S アラームランプ

登録済オービス地点またはオ リジナルポイン ト登録点に接近すると古色」巨D が

点灯 し、さらに近づくと点滅 します。
¢⑦∨0 1C E／A D R ボタン

G P S 警告音声のテス トボタン。G P S 警告中は音声のミュー ト。

※1．5 秒以上の長押 しでオリジナルポイン トの設定、確定。

設定モー ド時、短押 しでア ドレス指定。
姻音量調節つまみ

警告音の音量を調節 します。

口重レーダー受信感度切替スイッチ

レーダー波の受信感度の設定。ノーマル／オー ト（低速時 ニノーマル／高速時 ：

スーパー）／スーパーの3 モー ド。状況に合わせ選択 してください。

0 匂レーダーアンテナ部
レーダー波を受信します。

¢窃取付ステー装着部

5 ．取付方法

（ ］＿）付属の取付ステーに付属の吸盤を取 り付けます。

①本機に、付属の取付ステーを取 り付けます。

（ B
（ 力

〔 5
取付ステー

ー6一

彩鞋ゝ

〔 郭吸盤により本機をフロン トガラ

スに吸着させて、固定 します。

※吸盤に水などをつけると吸着
させやす くな ります。

ゆ本体の角度を、地面と水平にな
るように調節 し、取付ステーの
固定ね じをしめ、 しっかり国定

してください。

（

打）

／

国定ねじ

◎

フロ ン トガ ラス

J l
〔 3 〕

○

ツメ
○※取付ステーを取り外すときは、取付ス

テーの下側のツメを軽 く押 し下げて、

横にスライ ドしてください。

●レーダー波受信部やG P Sアンテナ郡に、金属やコム などの障害物がこない場
所に取り付けて ください。また本体がフロン トガラスに触れないようにしてく

ださい。

●天空の開いている場所に設置 し、G P S 電波を受信 しやすいよ うにして ください。

●運転の妨げにならない場所に取 り付けてください。

●取り付けの際に本機が落下 しないようにして ください。

－■■■■■■■lll16．電源の接続・配線■
の付属のカー電源コー ドにて接続 します。

控）本体の電源スイ ッチはO F［にしてお

きます。

④電源コー ドの」型プラク側を本体の電
源ジ ャックに差 し込 み、電源プラ ク

側を車の シガー ライターソケ ッ トに

差し込みます。

（ わ付属の コー ドク リップのは くり紙 を

はが し、配線す る場 所へ 貼 り付け、

コー ドクリ ップの満 に電源コー ドを

はさみ込んで固定 します。

節
郡
∠㌢

源ジャック

影
電源プラク

▲・′ ▼▼‾‾y

シガーライター ソケ ッ トヘ

●シガーライターソケットが汚れていると、接触不良の原因
となりますのでよく掃除をしてから取付けてください。

●カー電源コードは必ず付属のものをご使用ください。

●電源コードは絶対に途中で切断したり、折り曲げたり、束
ねたりしないでください。ショー ト等により、本製品や車

が破損する場合があります。
●接続、配線は運転の支障のない安全な場所を選び、車の

エンジンを切っておこなってください。

－7 －
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7 ．使用方法
本製品は最新のハイテク技術を採用していますので、多彩な機能を有しています。こ
こでは、購入してすぐ使用できる基本操作編とさらに便利な活用編にわけて説明します。

直垂嚢重囲
（ 1）取り付けと配線が完了 しましたら、視界の広い場

所に車を駐車し、本体の電源スイッチをO N にし
ます 。O N にす ると “ピッピッピ ッ” とアラーム

が3 回鳴り電源が入つたことをお知らせします。

§
L フ

』

（ 2）衛星ランプが点灯することを確認 してください。

衛星ランプは最初、消灯しており、しばらくすると点滅し、その後点灯 します。
この間、衛星ランプが点火Jするまで3 分程度かかりますが、場

合によっては長くなることもあります。このような場合は取り
付け 場所 を変 え るか 、天 空の 開 いて い る場所 に 移動 して、

G P S 電波を受信 しやすいように してください。

（ 3）A A C スイ ッチをO F Fに します。

A A C ランプが侍色 で点灯 します。

＊自動 ドア等 の；毛波 でアラーム が頻

繁に眠る場合はA A C （オー トアラー

ムカ ッ ト） をO N に して使用 して く

ださい。使用方法はP lO 活用編の（l）

を参照 してくだ さい。 ノ

（ 4）レーダー波受信の感度を設定します。

感度切替 スイ ッチはS U P E R （スーハ ー）

A A C スイ ッチ

▼二Z

ニプ

〔 高手

A A C ノンプ

笹＼

帯）捺スイッチ

∠二暫′
衛星コンプ

（ お買い上げ時はオー トに設定してあります。）

A U T O （オー

卜） N O R M A L （ノーマル）の 3 ポ ジシ ョンあ ります。

走行状況 にあわせ選択 してくだ さい。

S U P E R（スーパ ー）‥

N O R M A L（ノーマル ）

A U T O（オー ト）

アラーム感度 が敏感なポジションです。

高速走行時に適しています（）

●－ ■一■■

主二空±三迅
レーダー受イ喜瑛麿切替スイッチ

アラーム∠再度をスーパーよりやや落としています。

市街地走行に頻繁にアラームが鳴る場合などに適しています。

車の走行状 況によりス】 パーとノーマ ルに自動切替 します。衛星ラン

プ点灯時は4 0 km ／h 未満走行でノーマル感 度、4 0 km ／h以上走行 で

スーパー感度に自動切替します。

㊨享這㌫雷ご言三蒜苦言吉子詔1謂誌携諾祭器盗㌫語る遠別足をしノますの
（ P lO活用編（1仰 振動センサー懲度の設定’参照）

（ 5）舌圭の設定

A LM ／M O D 巨ボタンまたはV O IC E ／A D R ボタンを短く押すとアラームまたは音声が発せられ
ます。（レーダー波や登録オービスの警告音が鳴っていないとき）この時に音量調節つまみ

を回し音量を調節 してください。 （事前に回すと音量は小さくなります）
●音声 テス ト中 はG P S アラームランプが点滅 し、ア ドレス表示ランプが 「 で点滅 します。

●アラームテス ト中はアラーム レベル メー ター が点 滅／ノノ点灯 します。

音声調節つまみ

ー8 －

〔 蚕
ンプ

（ 6）レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信した場合は、警告音およびアラームレベルメーターによりレーダー

波の受信をお知 らせ します。

レーダー波が強 くなる （発信源が近づ く）につれて、警告音、ア ラーム レベル メーターが変

化します。ステルス波を受信 した場合 は通常 とは異な る警告を行い ます。

＊ステルス取締機について ◆他の取締機と同じ電波を使用していますが、事前に探知されな
いよ うに、普段は電波 を出さず、取 り締ま りの ときに、短時 間

強い電波を発射 して速度を測定する狙い撃ち的な取締方法です。

⑳●悪霊霊芝歪言笈孟害｛呈竿要宗旨宍とき≡芸旨習至芸予というわけではあり紳ん‖
●通常の電波を受信 した場合で も、周囲の状況な どによ り、ステル ス申用 アラー ムが鳩る場合が

あります。

●自り方（し′リー中の車（とくに大型車）がある場合や、コーナー、坂道では、電波が遮断されるため、

レーダー波の採集口臥離が短くなる場合びあります。

●電波式の日勤 ドア、信号機付折 に設置 こtれ ⊂い る車両涌週 計測 器などは取 り締まりレーダー波

と同 じ樺根の電波が使用（十れてい ます。そのため 、これらの機器周 辺でレーダー採集U機が反応

するのIrl矧 ナらrlません．J

（ 7）オービス登録位置に接近すると

本製品にあらかじめ登録されているオービスに近づくと、音声とG P S アラームランプで接近
したことをお知らせします。さらに近づくと音声のフレーズが変わり、G P S アラームランプ

が点滅します。またアドレス表示ランプも 串が点灯 ノ点滅します。
＊警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイントに近づくノ′／′遠ざかるにより、警告方法が少

し異な ります。下表を参考に して ください。

＊1 デ ィマーとはラ ンプの明るさが弱ま ることをいいます。

◎●妄語慧認諾漂託認諾諾譜浣㌧浣悪貨イ㌔諾セネノだ実悪霊蓋
い山間部、高層建染物の近く、高架道路の下な どはG P S電波を受信 しにくいことがあります。

●A A C スイ ッチがO N でA A C ランプが 叫赤■‘点灯の時 はオー トア ラーム カッ トが働いて音声 警

告は発声 しません。

●＊2の登録 点からの距 離は変更することができます【，（P 1 2一般警報距離の変更参照 ）

（ 8）登録されているオービスがレーダー波式の場合は

登録されている取締機がレーダー波を発射している場合は、レーダーアラ▼ムとG P S アラー
ムが重な って乗せ られます。

－9 －

登録 点からの距離 走 子丁速 度 8 0 k m ／h 以 上 走行速度 5 「）80 k m ／h未満 走 行 速 度 5 k r¶／h 未 満

警 告 昌 12 0 0 m 以 内

＊2

接 折 で ■■ス ピー ド腑 認 ’■、

遠 ざか る と発 声 しな い

発 声 しな い 発声 しな い

8 0 0 m 以 内 接 折 で ‘－ス ピー ド膵 認 ■∴ 接 近 で 一■ス ピ ー ド惟 認 ■■、 発声 しな い

＊2 遠 ざか る と発 声 しな い 遠 ざか ると 発 声 しな い

4 0 0 m 以 内 ■＼危 険 地 帯 ■■で す ー■危 険 地 帯 ■■ご す ■■危 険 地 帯 ■■で す

G P S ）フラー ム

ラ ンプ

1 2 0 0 m 以 内 点 灯 消 灯 消 灯

日0 0 m 以 内 点 灯 点 灯 点 灯 （デ ィマ ー ）＊1

4 0 0 m 以 内 ′よユ威 点 滅 点 滅 （ディマ ー ）＊1

ア ド レ ス 表 示

ラ ン プ （1 0 秒

後 にデ ィマ ー ）

1 2 0 0 m 以 内 臼■が 接 近 で 点 滅 、遠 ざ

か る と点 灯

消 灯 消 灯

8 0 0 m 以 内 臼■が 接 近 で 点 滅 、遠 ざ 接 近 で 点 滅 、遠 ざか る と 点 灯
＊1 か る と点 灯 点灯

4 0 0 m 以 内 接 近 で 点 滅 、遠 ざ か る と

点 灯

接 近 で 点 滅 、遠 ざ か ると

点 灯

点 灯



圏
さらに便利な使い方

（ 1）自動 ドア等の不快な警告音をカットする機能

本製品は低速走行、停車時に警告音をカットするA A C（オートアラームカット）を有しています。新
システムのG P S による車速測定と振動センサーによるダブル制御 を採用 しました。（A A C －W ）

●使用方法

川振動センサー感度の設定

木製 品はG P S による車速測定がイ＼能な場 合（ トンネル等

G P S 電波 び受 信できない場合）自動的 に振動 セン リーに

切り替 え車の振動を照夫口し走行、停 車を判別 します。車

の振動 に応 じて振動セ ンサー感 度切替ス イッチを嫡当な

ポジションに設定 してください。（4ポジションあります‥）

振動センサー感度切替スイッチ

く振動センサー感度設定のR 安＞

㊨：己竺委工芸詣志悪賢子驚式守さ認諾．望日宝器 富来り璃度によ一
て正行、停止を判別 して、スーパー ノーマルを自動切替 します

（ G P Sによる季速測定が不能な場合【し有効、A A Cスイ ッチのO N／O FFに関わら列動きます）

（ 2）A A C スイ ッチをO N に します。

〔 5）A A C の動作繹認

●衛星 ランプJ烹灯時 …

3 0 k m ／卜1以上で走行するとA A C ランプが ■■緑色1

に点灯し、警告音はカットされません。

3 0 k m ／h未満で走行するとA A C プンプが ■‘赤色■

に点灯し、警告音はカットされます。

●衛星 ランプ消灯または、点滅時

走行すると（振動が大きくなる）A A C ランプが

停車すると（振動が小さくなる）A A C ランプが

A A C ラ ンプ 衛星ランプ

A A C スイ ッチ

“緑色■■に点灯 し、警告告はカ ッ トされ ません。

“赤色■■に点灯 し、警告 音はカ ッ トされます。

⑳貢諾妄警讐よぎと賃託振動センサ‾感度のポジションを変えるか本製品の取州ナ
（ 2）各種機能の変更、設定

くG P S によるオービス検出機能を停止する場合〉
本製品はG P S によるオー ビス検出機能を停」上させることができますt】

ⅣG P S の初期化をします。
A L M ／M O D 巨ボタ ンとV O IC E／A R D ボタンを押 しながら電源を入れます。

（ ア ドレス表示 ランプの セグメン トが回 ります ）

回初期化終了したら（ア ドレス表示ランプが消灯）ボタンを押すのをやめます。

［垂直亘亘亘亘］
一度電源をO FF にし、再度電三原をいれます。

く登録されているオービスを区別し書告をカットしたいとき〉
本製品はあ らか じめ オービスポイン トが登録 され ていますが、（全ポイ ン ト反応 する ′高速道路のみ反応 す

る／／ノー般道のみ反応する）の3モー ドを選択できますのでオー ビスを区別 して不要な警告 をカッ トすること

ができます。

●設定方法

〈 全オービスに反応〉 お買い上げ時は全オービスに設定
・ 電源 をO N にする （その他の操作は しない）

〈 高速道路のみ反応〉 ※

V O IC E ／A D R ボタンを押 しなが ら電源をO N にします。

〈 一般道のみ反応〉

・ A L M ／M O D E 7ドタンを押 しながら電源をO N にします。

［直垂亘亘正司 …お買い上げ時にもどす。
一度電源を○［Fにし、再度電源をいれます。

－1 0 －

※本製品では高速道路の指定は下記としてあります。

－1 1 －

道央自動車道 北陸自動車道

東北自動車道 東名阪自動車道

秋田自動車道 名神高速道路

山形自動車道 近畿自動車道

常磐自動車道 阪和白動車道
館山自動車道 阪神高速道路

千葉東金道路 第2 神明力□古川バイパス

東関東自動車道 神戸淡路鳴戸自動車道

中国自動車道関越自動車道

上信越自動車道 山陽自動車道

首都高速道路 米子自動車道

第三京浜道路 浜田自動車道

横浜横須賀道路 高松自動車道

東京外環自動車道 松山自動車道

中央自動車道 福岡都市高速
長野自動車道 九州自動車道

東名高速道路 大分自動車道

乗さ副 ヒ陸自動車道 長崎自動車道

名古屋高速道路 宮崎自動車道

南知多道路 沖縄自動車道

能登有料道路



く一般書報距離を変更する場合〉
本製品は一般警報距離を変更することができますr▲状況にあわせて変更 して ください。

●吉報1方法（‾般警報距離1）昌呂E諾；E望志ぎ喜呂呂諾雷〉で反応
（ お買い⊥げ時の設定）

l llG P S の初期化をします。

A L M MOD巨ボタンとVOIC巨ADRボタンを押しながら電〉原を入れます‥

（ ア ドレス表示ランプのセグメン トが回りま 弓）

l 2」ボタンを押すのをやめます。

1（アドレス表示ランプのセグメントが回つている間に行ってくだ乱 、）
r 3」再度、A LM ／M O D Eボタンを押 し続けます。

1（アドレス表示ランプのセグメントが回つている間に行ってくだ乱 、）
【 4＿1初期化終了した ら（ア ドレス表示ランプが消灯）ボタンを押すのをやめます。

●証方法（‾般警榔離2）’喜呂た芯；R望志芸ほ呂呂浩監〉で郎
l llG P S の初期化をします。

∧LM MODEボタンとVOICE ADRボタンを押しノながら電源を入れます

（ ア ドレス表示ランプのセクメントが回ります）

L 2 ボタンを押すのをやめます。

1（アドレス表示ランプのセグメント相 っている悶に行」てくだ乱 、）
【 3】再度、V O IC E ／A D R ボタンを押 し続けます。

（ ア ドレス表示ランプのセグメントが回っている問に行つて ください）

〔 4】初期化終了 した ら（ア ドレス表示ランプが消灯）ボタンを押すのをやめます。

－1 2 －

（ 3）オリジナルポイン ト（ユーザーメモリー）の登録のしかた

本製品はあらか じめ登録してあるオービス位置の他に2 0 ポイント任意に登録することができ
ます。新設等で本製品に入力されていないオービス位置や目的地登録をすればあなただけのオ
リジナルポイン トがメモ リーで きますし】また、登録点は警告音の “あ る’■ ‖な し”を設定でき

ます（J 警告苗 “なし■■設定の場合、レーダー波もカットしますので、自動 ドア等の不要な電波
も完全 にキ ャンセルできます。

く登録方法〉

ロニ宣塾重亘璽 ≡垂重重宝垂亘亘亘；：］
卜孟宗さ真読管掌三言孟宗詰表芸宣霊託至確認してください∩
2 ．∨0 1C E ′／ノA D R ボタンを長く押します。（ 1．5秒以上）

“ピポポ”とアラームが鳴 り

設定モー ドに入 つたことをお知らせ します。

㍉ ミゝニ二エコ

A L M ／M O D E ボタン V O IC ［／A D R ボタン

3 ．V O IC 巨′ノノ′ノ′A D R ボタンを短く押 して登録する場所を決めます。

V O IC E ′A D R ボタンを押す度に登録ア ドレスが変化 します。

アドレスは全部で20あり、表示ランプがローJ一～・・ヨー正一卜 旦一口と変化し
ますので登録したいア ドレスに合わせてください。

（ A LM ′′M O D 巨ボタ ンを押 しなが ら∨0 1C ［／′A D R ボ タンを短 く押す と変 化力向が逆 に

なります。）

このとき、ア ドレス表示ランプに対し、A A C ランプが消灯している場所を選んでください。

㊨●詣石℃警告言竺琵宗主忘去話語ま子三．呈迄た謡詫言【認諾C孟宗吉望雪諾
の地点で登録した可能性がありますので現在地の登録はできませんu この場合はA A C ラン
プが消える ア ドレスに移動するか、オ リジナルポイ ン トの編集及 消去を参照 しノて、一度消
灯に し消去 しノてか ら設定 しノて くださいr】 ［書きはできませんし．

●お買い上げ日割ま消去 （消灯）に設定されています〔）

4 ．A J M ノノノ′M O D 巨を短く押して豊孟宗ポイン トでの警告音の ■■ある■’ ■■なし’’を
設定します。

A A C ランプ ア ドレス表フホランプ

A しM ′′M O D 巨ボタ ンを押す度 にA A C ランプが

緑一消灯一赤一消灯一緑と変化します。
●登録ポイン トで警告音を出したい場合は ‘－緑●■

●登録ポイン トで警告音を出さない場合は ■■赤■■

＼塾ゝ
に設定 して ください。

に設定 して ください。

（ 自動 ドア等の不要電波をキャンセルする場合に便利です）

⑳●慧髭諾g洗濯右投完詣諾詔巨亡㌢笥；。∫．朋す。巨二選星型塾鎚 」
設定が完了しましたら、V O IC E ノA D R ボタンを 1．5 秒以上良く押して確定、記憶させます。
推定すると “ピポボ”’とアラームが鳴 り、通常動作モー ドに戻 ります。

㊨●欝完．E言認許笈欝礼ませんと、それまでの設定は全て㈹になり■つ▼■1

一1 3 －



く編集及び消去〉

登録アドレスの設定時、表示アドレスに対し最初のA AC ランプが・▲緑・・ または・屏，に点灯し
ているときは、過去にどこかの地点で登録操作をしたことを示します。ここでの操作は、当時
の登録内容を変更したり消去をしますので、晋緑地点へ行かなくても設定できます。

∨0 1C E ′′ノA D R ボタンを長く押します。（1 ．5 秒以上）

l ピポポ■とアラームが鳴り設定モー ドに入－〕たことをお知らせしますし，

2 ．V O 】C E

V O IC ［′A D R ボタンを押す度 にア ドレス表示ラ ン

プの数字が変化 しますので、変更 したい場所に合
わせます。

ゝ二‾コ
A L M ／M O D E 7ドタン V O rC E／A D R ボタン

3 ．A 川ルノ／／M O D Eボタンを短く押して過去に登録した内容を変更します。

A L M MOD巨ボタンを押す度にAACランプが緑一消灯一赤一消灯一緑と変化します。

●過去に登録したポイントで警告音の “ある”から ■‘なし”に変更したい場合は ●粛●に
設定 します。

●過去に登録したポイントで警告告の l’なし”から “ある’’に変更 したい場合は “緑’’に
設定 します。

●過去に登録 したポイントを抹消したい場合はランプを消灯に設定します。

4 ．編集内容の確定 ：V O IC 巨 ／A D R ボタンを長く押します。（ 1．5 秒以上）

設定が完了しましたら、V O IC E ／′ノA D R ボタンを1．5 秒以上長押しして確定、記憶させます。）
確定すると “ピポポーとアラームが鳴り、通常動作モー ドに戻ります。

㊨●妄妄蒜誓慧蛋岩漂苧窪票諾苦言ぞ与誌竺雪写真計濡芸忘宴喜巨岩畠干雫霊長雲
法〉に従 って操作を行 ってくだこい。

●設定モー ドで3 0 秒間なにも操作をしません と、それ までの設定は全て柵効 にな り ■■ブー11
昌とともに元の状矧 こ戻ります。

－1 4 －

〈 オリジナルポイント（ユーザーメモリー）登録位置に接近すると〉

オリジナルポイント登録をした地点に近づくと、音声とG P S アラームランプで接近

した ことをお知 らせ します0 さらに近づくと音声の フレーズが変わ り、G P S アラー

ムランプが点滅します0またア ドレス表示ランプも登録した数字が点灯 ノ点滅します（，

※警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイントに近づく′′ノ遠 ざかるにより、警告方
法が少 し異な ります。

下表を参考に してください。

＊1ディマーとはランプの明るさが弱まることをいいます。

⑳
●G P S 警告は本製品の衛星ランプが消灯または点滅していますと動作しません。

（ G P S 電波を受信していない場合や受信しても自車位置を確定 していないとき）一
般にトンネル、森林の多い山間取 高層建築物の近く、高架道路の下などはG P S
電波を受信しにくいことがあります（〕

●A A C スイッチがO NでA A C ランプが ■■赤■■点灯の矧まオートアラームカットが働
いて音声警告は発声 しません。

●※2の登録点からの距離は変更することができます。（P 12一般筆削巨離の変更参
照）
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警 告 告

登録百石、らの距離 走 行 速 度 8 0 km ／仙 走行速度 5′）8 0 km汗康 満 走 行 速 度 5 km ／市京 窟
「 雪白石m 以 内

＊2

接近で “も うす ぐです■■

遠ざかると発声 しない

発声 しな い さ乙　 ／
発 声 しな い

8 0 0 m 以 内 接近で　 もつす ぐです 接 近で ‥も うすぐです’’ 発 声 しな い
＊2 遠 ざかると発声 しない 遠 ざか ると発声 しない

4 0 0 m 以 内 接近 で 近 づきま した ■■

遠ざか ると発声 しない

接近 で ◆－近づき ま した■’

遠ざかる と発声 しない

発 声 しな い

G P Sアラーム

ランプ

アドレス表ホ

ランプ （10秒

後にディマー）

1 2 0 白市 以 内

8 0 0 rTl以 内

点 灯 う自灯 満 面

点 灯

点 滅

登録 した 数 字 が 接近 で

点滅 、 遠 ざか る と 点灯

登録 した 数 字 が接 近 で

点 灯 点 灯 （デ ィマ ー ）＊ 1
4 0 0 m 以 内 点 滅

洒 貯 ‾ ■‾ ‾■
点 滅 （デ イ‾亨 丁 盲 丁

1 2 0 0 「¶以 内 消 灯

8 0 0 m 以 内 登 録 した 数字 が 接 折 で 数 字 が 点 灯
＊1 卓 邁 L 遠 ざか る と点 灯

背 録 した 数字 所 要京 子

た 滅 J 星空吐 垂 と点 灯

点 滅 、遠 ざ か る と点 灯

4 0 0 m 以 内 登 録 した数 字 が 接 近 で

点 滅 、遠 ざ迦 型 ± 迷 1＿

数 字 が 点 灯



り） G P S による反応の優先度

本製品はG P S による警幸悶巨離範囲に複数の登録点が存在する場合、優先順位を決

めてあります。以下が優先順位で（‾1油＼一番高いです（，

●走行中、または走行 から停車とな った時

し了）接近するオリジナルポイン ト登録点（警告音の “ある” ‘■なし”に無関係）

（ 2）遠ざかる、警告音 “なし川としたオリジナルポイン ト登録点
しう）4 0 0 m 以内 にある反応力位内のオー ビス登録点 （接近∵ 遠ざかるに無関係）

佃）接近する反応方位内のオービス登録点

●電源O N 後初めて衛星ランプが点灯 した時、停車中であって、一般警幸冒距離範囲内

（ 8 0 0 m lOOOm）に複数の登録点が存在する場合は

し‾1‾）オリジナルポイン ト登録点。多数矧 ま距離の近い方（警告苗の ▲－ぁる’’ “なし”

に無関係）

r ㍗〕オービス登録地点（多数日割ま距離の近い方）

⑳
●オー ビス登録点近 くにオ リジナルポイン ト貴録点があるとオービス登録点には反応

しません。

●反応方位 とは進行方向に対 しての反応角度 です。

本製品は± 15 0 ”に設定 されています。

（ 5） その他の機能

●オー トミュー ト機能

レーダー波受信時に最強苗が 1 0 秒続くかレーダー波を 1 5 秒連続で受信すると、

自動的に警告音の苗量が小さくなります亡）ステルス波受信の場合は5 秒続くと音量

が小さくな ります〔－

●ミュー ト機能

レーダー波受信矧こ警告音が不要となった場合はA LM ノM O D 巨ボタンを短く押す
と、受信中の レーダーがなくな るまで警告告をカ ッ トします。また、G P S による

警告告が不要になった場合は、V O IC 巨 A D R ボタンを短く押すと警告音をカット
しますぐ，

●オー トディマー

レーダー波受信時にアラームレベルメーターの全灯が 1 0 秒続くかメーター点灯が

2 0 秒続 くと自動的にアラーム レベルメーターの明るさが弱ま ります。

また、G P S によるア ドレス表示ランプも1 0 秒後に明るさが弱 まりますu

ー1 6 －

■8．使用上のご注意■
●本製品はG P S 電波が受信可能な場所に設置して下さい。また地王郡勺状況などにより、

G P S 電波を受信 しにくい時や、受信できない場所があります。（ トンネルの中、高
層ビルに囲まれた場所、高い樹木に囲まれた場所、2 ′－3 層の構造の道路の下など）

●本製品はレーダー波を使用していないオービス取り締まり機（ループコイル式、」H
システム、光電管式）をG P S 測位機能で検知、警告 します。G P S 電波を受信でき
ない状況下では、レーダー探知機部のみの機能となります。

●金属コーティンクなどの断熱ガラスを使用 している車はG P S 電波を受信 しにくい場
合があります。

●新設等で本製品に入力されていないループコイル式、光電管式のオービスには反応
しません。その場合はオリジナルポイン ト登録をしてください。

●初めて電源を入れたとき、ア ドレス表示ランプのセクメントがクルクル回る場合が

あります。これはセ ットの初期化を行っているので故障ではあ りません。あまり頻
繁に初期化を行うようであれば、内部のハックアップ用のバッテリーが減っている

場合が考えられます。この場合は 10 時間以上通電状態として内部バッテリーを充電
して下さい。

※V O IC E ADRボタンとAJMノ′ノMODEボタンを同時に押しながら帯源をONする

と強制的に初期化が行われます。この時、衛星軌道情報や位帯情報等がクリアされ

るので自重位置が確定するまで時間がかかります。、（オリジナルポイン ト登録点は
クリアされません）

●G P S レシ】バーは非常に精密な部品によって構成されています。，本体の熱が上昇す

ると最初の衛星が捕捉しにくくなり、自車位置確定に時間がかかります。真夏など
停車中にセッ トの温度が上昇する事が予想される場合は断熱シ▼ 卜をかぶせたり、

温度の上がりにくい場所に本製品を移動してください。
●本製品は電源をO F FとしてもG P S 衛星軌道情報やラス ト位置等がハックアップされ

ます。次に電源をO N とする場所がラス ト位置と大きく異なると衛星捕捉に時間が
かかり、自車位置確定までに時間がかかります。したがいまして、電源が0 ［Fのま
ま、車両を移動することは好ましくありません。

●衛牢ランプが消灯または点滅している状態で高速走行をすると自車位置確定までに

時間がかかる場合があります‖衛星ランプがガ、互灯しない場合は一度専を停車 して衛
星ランプが点灯 してから走行 してください。

●高速道路上に設置されているオービスの側道等を走行中も、G P S による警告を発し
ます。これは登録ポイン トに近づいている為で誤作動ではありません（）

●本製品は日本国内で正常に動作します。日本以外の国ではG P S 動作が保証列となり
ます。またレーダー周波数が異なる場合があります。

●本製品を24 V 車で使用した場合、スピーカーよりノイズが聞こえる場合があります。
●本製品はG P S による誤作動対策の ■■G P S 対応’とは違います。
●本製品を取り付けての走行中のスピー ド違反に関して、弊社は一切の責任を負いま

せん。交通事故を避けるために安全運転を心掛けて下さい。
●仕様および外観の】郡を予告なく変更する場合があります。
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・ － 9 ．故障とお考えになる前に・・・－

こ使用中に異常を感じた時は、故障と思われる前に下記の点をお確かめください。

一18 －

G P S 部

1 0 ．主な仕様

レーダー部

－1 9 －

症　　 状 原　　　　　 因

碍 源 が 入 らな い ●本 体 の電 源 ジ ャ ック に しっ か り と差 し込 まれ て い な い。

●シ ガ ー ライ タ ー ソケ ッ トの 汚 れ によ る接 触 不 良

（2 －）3 回 まわ しなが ら差 し込 ん で くだ さ い。）

●シ ガ ー ライ タ ー ソケ ッ トに 電源 が き て いな い 。

（シ ガ ー ラ イ ター を 差 し込 んで 赤 熱 す る こと を確 認 して く

だ さ い。）

●シ ガ ー ライ タ ー プ ラ クの ヒ ュ ーズ が 切 れ てい る 。

（新 しい ヒ ュー ズ と交 摸 して くだ さ い （））

取 り締 り機 に接 近 ●G P S 電 波 を 受信 して い な い。

して も 反応 しな い （衛 星 ラ ンプ が点 灯 して い ま すか ）

●本 製 品 に登 録 され て い な い オー ビ ス、 ま た は ス ピ ー ド取 り

締 り機 でな い シ ス テム （N シス テ ム等 ）で あ る。

（取 り締 り機 で反 応 しな い 場合 は オ リ ジナ ル ポ イ ン ト登 録

を お すす め しま す）

取 り締 ま り以 外 で ●取 り締 り レー ダー 波 以 外 に も 同 じ周 波 数 の マ イ ク ロ波 を使

警 告 音 が 鳴 る 用 して いる 機 器の 影 響

車 の キ ー を抜 い て も ●幸 の キ 【 を抜 いて も シガ ー ソ ケ ッ トの 電 源 が 切 れ な い車 が

電 源 が 切 れな い あ りま す。

（長 時 間運 転 しな い場 合 は プ ラ クを 抜 い て くだ さ い ）

項　 目 条　 件 規　　 格

1 ，5 7 5 4 2 G H z

備　 考

受 信 郡

受 信 周 波 芸史

追 尾 コー ド C ／A コ ー ド

受 信 チ ャンネ ル 1 2 チ ャ ンネ ル ／パ ラ レル

メ　 モ リ
オ ー ビス 登録 点

登録 数 約 6 0 0 箇 所
R O M に 固定

登録 種 類 レー ダー 、 ル ー プ

ユ ー ザ ー登 録 点 最大 登 録 数 2 0 ポ イ ン ト 書摸可能 R O M

警 報 距 離

一 般 警 報距 離 （1）
8 0 km／h以 上 1 2 0 0 m

8 0 km／h未 満 8 0 0 m

一 般 警 報距 離 （2）
8 0 km／h 以 上 1 5 0 0 m

8 0 km／h 未 満 1 0 0 0 m

緊 急 警報 距 離 4 0 0 m

反 応 方 位 進行 方 位 と 設置 方 位 と が ± 15 0 度 以 内 登 録 オ ー ビス

警　 報

位 置 表示 赤色 7 s e g 数 字 」E D 警 報 距 離 に よ

り点 灯／点 滅ア ラ ー ム表 示 高輝 度 青 色 」巨D ラ ン プ

警 報 発声 装 置 ¢2 8 ダ イ ナ ミ ッ クス ピ ー カ

塾
垂

〔∃

オ ー ビス

接 近 時

一 般 警 報 距離 ●一ス ピー ド繹 認 川

音 声合 成 音
緊急 警 報 距離 “危 険 地 帯 です ■■

オ リジナ ル ポ

イ ン ト接 近 時

一 般 警 報距 離 …も うす ぐ です ■’

緊急 警 報距 離 “近 づ き ま した ’’

項　 目 条　 件 規　　　　　 格 備　 考

受信 方 式 ダブ ル スー パ ー ヘ テ ロ ダイ ン

受 信周 波 数
×ハ ン ド 1 0 ．5 2 5 G H Z

×、K 自動 判別
K ハ ン ド 2 4 ．1 5 G H Z

受信 感 度
×バ ン ド スーパー十 9 5 d B m 以 下　 ノーマルニー9 2 d B m 以 下

K ハ ン ド スーパー：－9 0 d B m 以 下　 ノーマル：－ 8 7 d B m 以 下

警 告 音
レー ダ ー 波 ア ラ ー ム苗 1 （信 号強 度 に て ピ ッチ 変 化 ）

ス テル ス 波 ア ラ ー ム音 2 （信 号強 度 に て ピ ッチ 変 化 ）

警告 表 示 L 巨D 1 0 点 ハ ー グラ フ （信 号 強 度 にて 変 化 ）

A A C 機 能
G P S 衛 星捕 捉 時 3 0 km／h未 満走 行 で作 動

G P S 衛星末捕捉時 振 動 セ ンサ ー に て走 行 検 出

振動センサー感度 4 ポ ジ シ ョン切 替



共通部

H ）

補足説明

1 ．オービス登録点の位置データについて

オービス登録点は常に皐新データを登録 してお りま

すが、諸般の事情により万一位置ズレ、新設・廃止

等による位置データの異差が生 じた場合は、お手数

ですが、お客様ご自身によるオリジナルポイン ト登

録で対応していただき、安全運転されることをお願

い申し上げます。

2 ．別売のリピータアンテナについて

本製品を使用する際、天空 が開いて いないため

G P S 電波を受信できない華や、天空が開いていて

もフロン トガラス等に金属コーティング等の断熱ガ

ラスを使用しているためG P S 電波を受信 しにくい

車があります。このような場合は、別売の リピータ

アンテナをご使用していただくことにより、安定し

たG P S 電波の受信が可能になります。尚、リピー

タアンテナのご購入に関しては弊社サービス部まで

お問い合わせください。

ー2 0 －

保証 規 定
1 ．保証期間内 （お買い上げ日よ り1年間）に、正常な使用状態において万一故障

した場合には無料でこ修理いた します。

2 ．保証期間中 に修理を依頼される場合は、本機 に保証書を添えて、お買い上げ

販売店にお持ちください。

3 ．修理品の こ持参・お持ち帰 り時の交通費および諸経費 は、お客様のこ負担と

なります。

4 ．次のような場合には保証期間内であっても有料修理とな ります。

（ イ）使用上の誤 り、本機に改造 をカロえた ことによる故障、またはお買い上

げ店以外で修理されたことによる故障や損傷

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源 （電圧・周波数）の使用、そ

の他天災地変などによる故障および損傷

（ 二）保証書のご提示が無い場合

（ ホ）保言正吾の指定事項の末記入、あるいは字句が書き替えられている場合

5 ．修理のとき一部代替部品を使わせていただくことや、修理が困難な場合には、

同等品と交摸させていただ くことがあります。

6 ．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ

× 1 0 6 （D ） 突起 部 含 ま ず


